
特集・市民と生涯学習④地域における生涯学習への取り組み

一

は
じ
め
に

　
ヒ
ト
が
生
ま
れ
て
か
ら
老
い
る
ま
で
、
人
間
ら
し
く

生
活
し
て
行
く
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ

り
、
暮
ら
し
の
中
で
知
的
な
好
奇
心
を
満
た
し
、
趣
味

を
楽
し
み
な
が
ら
心
豊
か
に
暮
ら
す
、
そ
う
い
う
考
え

の
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
同
じ
（
ま
た
は
似
た
）
価
値

観
の
人
々
と
の
出
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
文
化
馥
郁

　
（
ふ
く
い
く
）
た
る
町
を
つ
く
っ
て
行
く
。
こ
の
よ
う

な
社
会
を
生
涯
学
習
社
会
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

　
市
民
生
活
の
中
に
こ
の
よ
う
な
生
涯
学
習
意
識
を
育

て
、
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
助
け
る
社
会
教
育
主
事

を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
十
九
年
経
っ
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
十
月
、
分
区
と
機
構
改
革
が
同
時
に

行
わ
れ
、
十
四
区
に
社
会
教
育
係
が
設
置
さ
れ
た
。
そ

の
翌
年
に
は
社
会
教
育
を
行
う
も
の
に
専
門
的
、
技
術

的
な
助
言
と
指
導
を
与
え
る
職
員
と
し
て
、
社
会
教
育

主
事
（
一
般
職
と
併
任
）
が
設
置
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

横
浜
市
に
お
け
る
社
会
教
育
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に

と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
（
「
昭
和
五
十
九
年
　
区
に
お

け
る
社
会
教
育
の
概
要
」
横
浜
市
教
育
委
員
会
・
横
浜

市
社
会
教
育
主
事
会
）
。

　
最
初
、
勤
務
の
合
間
約
二
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
初
任
者
研
修
（
表
―
１
）
に
参
加
し
な
が
ら
、
学
級
・

講
座
の
開
設
な
ど
の
事
務
事
業
を
処
理
し
た
が
、
区
役

所
の
中
も
市
民
も
社
会
教
育
と
い
う
も
の
に
馴
染
み
が

薄
く
、
自
分
の
職
務
内
容
を
懸
命
に
説
明
し
な
が
ら
職

責
を
果
た
す
こ
と
に
務
め
た
。
こ
の
研
修
の
内
容
は
、

私
の
好
奇
心
を
満
た
し
、
そ
の
後
の
職
業
生
活
に
必
要

な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
教
え
、
仕
事
に
行
き
悩

ん
だ
と
き
学
習
に
よ
っ
て
解
決
し
て
行
く
こ
と
を
覚
え

た
。
手
探
り
で
始
め
た
社
会
教
育
事
務
事
業
も
、
分
区

直
後
の
旺
盛
な
区
民
意
識
と
、
市
民
に
と
っ
て
物
理
的

に
も
精
神
的
に
も
身
近
に
な
っ
た
区
役
所
が
、
税
務
行

政
や
、
戸
籍
事
務
の
外
に
サ
ー
ビ
ス
行
政
を
提
供
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
応
に
励
ま
さ

れ
て
、
研
修
と
実
験
・
研
究
を
兼
ね
た
実
務
の
反
復
で

社
会
教
育
主
事
を
務
め
て
来
た
。

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
港
南
区
に
お
け
る
社
会
教
育
行
政

三
ｌ
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
学
習
エ
ネ
ル
ギ
ー

四
―
生
涯
学
習
社
会
を
作
る
人
た
ち

五
―
社
会
教
育
主
事
の
生
涯
学
習

六
―
社
会
教
育
と
生
涯
学
習

二
―
港
南
区
に
お
け
る
社
会
教
育
行
政

　
区
に
お
け
る
社
会
教
育
行
政
の
役
割
は
、
社
会
教
育

を
行
う
人
々
の
た
め
の
条
件
整
備
者
で
あ
る
。
大
別
す

る
と
、

①
　
生
涯
の
各
時
期
に
起
こ
っ
て
来
る
生
活
課
題
解
決

　
や
学
習
要
求
を
満
た
す
た
め
に
、
自
発
的
に
か
つ
主

　
体
的
に
学
習
す
る
意
欲
を
創
り
育
て
て
行
く
こ
と
。

②
　
啓
発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
学
習
意
欲
を
、
効
率
の
良

　
い
学
習
活
動
と
し
て
育
て
て
行
く
た
め
に
、
求
め
に

　
応
じ
て
学
習
集
団
の
運
営
、
学
び
方
の
指
導
・
助
言

　
な
ど
と
、
経
費
の
補
助
な
ど
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

③
　
集
団
学
習
の
最
初
の
成
功
体
験
を
大
切
に
つ
く

　
り
、
継
続
学
習
へ
の
意
欲
に
育
て
て
行
く
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
事
務
事
業
は
、
市
民
の
属
性
、
発
達
段
階

や
学
習
領
域
を
考
え
て
、
次
の
五
分
野
に
分
け
て
執
行

し
て
い
る
。
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表－１　社会教育主事としての研修機会

特集・市民と生涯学習④地域における生涯学習への取り組み

①
　
青
少
年
の
社
会
教
育
（
青
少
年
教
育
）

②
　
成
人
の
社
会
教
育
（
成
人
教
育
）

③
　
社
会
体
育

④
　
社
会
教
育
施
設
の
管
理
運
営

⑤
　
市
民
文
化
の
振
興

　
ま
た
、
こ
れ
を
発
達
段
階
別
に
分
け
て
み
る
と
、

①
　
乳
幼
児
期

　
ヒ
ト
の
生
涯
の
最
初
に
体
験
す
る
教
育
・
学
習
の
場

で
あ
る
家
庭
の
教
育
機
能
を
充
実
す
る
た
め
に
、
両
親

た
ち
に
家
庭
教
育
の
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
具

体
的
な
施
策
と
し
て
家
庭
教
育
学
級
の
開
設
や
、
母
親

ク
ラ
ブ
の
育
成
事
業
が
上
げ
ら
れ
る
（
本
誌
第
九
二
号

母
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
へ
向
け
て
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、

ア
　
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
、

　
か
つ
て
家
庭
が
持
っ
て
い
た
し
つ
け
な
ど
の
教
育
機

　
能
を
回
復
し
、
若
い
母
親
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
育

　
児
に
当
た
れ
る
よ
う
な
教
育
力
を
育
て
て
行
く
。

イ
　
学
習
に
参
加
し
た
母
親
た
ち
の
輪
を
広
げ
、
生
涯

　
学
習
の
意
識
や
行
動
を
広
げ
て
行
く
と
共
に
、
家
庭

　
の
中
で
は
夫
（
父
親
）
に
も
家
庭
教
育
の
共
同
責
任

　
者
と
し
て
の
意
識
を
強
め
て
行
く
。

ウ
　
学
校
教
育
に
お
け
る
最
後
の
学
習
参
加
体
験
か

　
ら
、
こ
れ
ら
の
学
習
参
加
ま
で
の
ブ
ラ
ン
ク
を
少
し

　
で
も
少
な
く
す
る
。

な
ど
で
あ
る
が
、
若
い
母
親
た
ち
の
集
団
学
習
参
加
の

阻
害
要
件
を
取
り
除
き
、
ま
た
、
参
加
し
た
母
親
た
ち

の
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
幼
児
の
保
育
（
託
児
）

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
熟
練
し
た
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
、
消
極
的
な
託
児
か
ら
更
に
進

ん
だ
幼
児
教
育
も
行
っ
て
い
る
。
幼
児
た
ち
に
は
、
集

団
で
受
け
る
最
初
の
生
涯
学
習
体
験
で
あ
る
。

　
母
親
ク
ラ
ブ
は
最
も
小
規
模
で
身
近
な
、
母
親
の
教

育
力
を
育
て
る
学
習
集
団
と
し
て
奨
励
し
て
い
る
。

　
予
算
で
八
千
円
の
補
助
金
を
交
付
し
、
運
営
に
つ
い

て
指
導
・
助
言
す
る
外
は
活
動
体
験
を
交
流
す
る
研
究

会
を
開
く
だ
け
で
あ
る
が
、
母
親
た
ち
の
学
習
参
加
の

動
機
づ
け
に
は
有
効
な
施
策
で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
は
、

団
体
の
運
営
費
と
し
て
交
付
さ
れ
る
と
い
う
社
会
教
育

行
政
で
は
珍
し
い
補
助
金
で
あ
る
。
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図―１　昭和6 3年度母親クラブ活動目的別分類表（補助金交付対象のみ）

　
港
南
区
に
は
母
親

ク
ラ
ブ
活
動
か
ら

育
っ
た
文
庫
が
四
十

五
（
本
誌
第
八
八
号

大
多
良
文
庫
参
照
）
、

お
母
さ
ん
の
人
形
劇

団
が
九
、
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
七
、
子
育

て
学
習
グ
ル
ー
プ
は

十
九
も
あ
り
、
中
に

は
子
育
て
真
っ
盛
り

の
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
の
学
習
を
助
け
る

た
め
の
、
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
引
き
受

け
て
い
る
先
輩
お
母

さ
ん
た
ち
の
母
親
ク

ラ
ブ
活
動
も
あ
る
。

彼
女
た
ち
が
自
ら
育

て
た
教
育
力
は
、
そ

の
ま
ま
地
域
社
会
の

教
育
力
と
な
っ
て
、

生
涯
学
習
社
会
形
成

の
貴
重
な
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
と
な
っ
て
い

る
。

②
　
少
年
前
期
（
児
童
期
）

　
区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
（
自
治
会
・
町
内
会
単

位
に
）
子
供
会
活
動
か
あ
り
、
外
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど
の
青
少
年
団
体
が
活
動
し
て
い

る
。

　
子
供
会
は
、
青
少
年
教
育
の
基
礎
集
団
と
し
て
地
域

の
大
人
た
ち
が
自
発
的
に
、
主
体
的
に
そ
の
育
成
に
当

た
っ
て
い
る
の
で
、
行
政
は
、
彼
等
の
主
体
性
を
損
ね

な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
学
習
の
た
め
の
条
件
整
備

を
援
助
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

家庭教育学級で学ぶ若い母親たち写真―１

　
こ
の
外
に
直
接
子
供
た
ち
を
対
象
に
児
童
文
化
教
室

や
、
子
供
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
教
室
、
子
供
演
劇
教
室
を
開

い
た
り
、
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

親
子
参
加
事
業
を
た
く
さ
ん
実
施
し
て
、
子
供
た
ち
が

学
校
以
外
の
場
で
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

③
　
少
年
後
期
（
中
・
高
校
生
期
）

　
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
子
供
た
ち
も
自
主
性
を
高
め
、

今
ま
で
の
水
平
輪
切
り
集
団
か
ら
タ
テ
型
社
会
を
目
指

す
よ
う
に
な
る
。
昭
和
四
十
六
年
、
中
学
生
以
上
の
青

少
年
の
社
会
教
育
集
団
と
し
て
港
南
区
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

写真一２
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ブ
の
活
動
が
生
ま
れ
た
。
彼
等
は
自
ら
育
つ
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
助
け
、
活
動
計
画

作
り
の
指
導
・
助
言
を
し
て
励
ま
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
集
団
に
も
、
リ
ー
ダ
ー
は
必
要

な
の
で
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
し
た

り
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
た

め
の
キ
ャ
ン
プ
、
合
宿
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
な
ど

の
引
率
を
し
た
り
経
費
を
補
助
も
し
て
い
る
。
国
立
校
、

私
立
校
の
生
徒
た
ち
も
入
り
交
じ
ら
て
、
同
じ
屋
根
の

下
に
寝
て
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
体
験
は
、
受
験
や

写真―３　キャンプするジュニアクラブの若者たち

趣
味
と
い
っ
た
目
前
の
課
題
を
語
り
合
う
だ
け
で
な

く
、
生
涯
の
友
達
づ
く
り
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
彼
（
女
）
等
は
、
子
供
会
・
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
の
求
め
を
受
け
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
奉
仕
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て

い
る
。

④
　
青
年
前
期
（
高
校
二
年
生
～
大
学
生
・
専
門
学
校

生
、
社
会
人
）

　
少
年
後
期
に
こ
の
よ
う
な
学
習
を
体
験
し
た
若
者
た

図―２　港南区ジュニアクラブの会報

ち
は
、
よ
り
主
体
的
に
集
ま
っ
て
友
情
を
深
め
た
り
、

交
流
し
合
う
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
時
期
の
学
習
機
会
と
し
て
青
年
教
室
を
開
き
、

彼
等
の
意
思
を
教
育
的
に
育
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

年
長
の
者
は
、
既
に
親
に
な
っ
て
い
る
者
も
い
て
、
後

輩
の
若
者
た
ち
に
進
学
、
留
学
、
下
宿
生
活
、
就
職
、

職
業
生
活
、
恋
愛
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
な
ど
の
体
験

を
伝
え
、
家
庭
を
開
放
し
て
学
習
の
場
を
提
供
し
て
く

れ
て
い
る
者
も
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
を
学
ぶ
家
庭
教
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育
学
級
の
受
講
生
の
中
に
、
そ
の
若
い
母
親
の
姿
を
見

付
け
た
こ
と
も
あ
る
。

⑤
　
成
人
期

　
社
会
教
育
事
業
の
中
心
と
な
る
分
野
で
あ
る
。
前
に

述
べ
た
家
庭
教
育
学
級
や
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
学
習
活
動

に
は
、
親
と
し
て
子
育
て
を
学
ぶ
と
い
う
目
的
が
あ
る

が
、
本
来
成
人
期
の
学
習
と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
こ
の
外
に
市
民
が
自
ら
発
見
し
た
課
題
解
決
の
た
め

の
学
習
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
る
（
表
―
２
）
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
な
る
と
ま
す
ま
す
社
会
変
化
の
加

速
化
が
進
み
、
余
暇
の
増
大
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

表－２　学習領域別学習者数

が
、
市
民
の
学
習
意
欲
を
刺
激
し
集
団
学

習
へ
の
参
加
者
が
増
え
、
集
団
学
習
運
営

の
た
め
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
研
修

効
果
や
、
集
団
学
習
体
験
者
の
増
加
が
、

市
民
生
活
の
中
に
潜
在
し
て
い
た
学
習
課

題
を
顕
在
化
し
易
く
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
発
達
が
、
都
市
化
、
情
報
化
、
国
際

化
、
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
中
流
化
、
生

活
様
式
の
変
化
な
ど
の
課
題
を
茶
の
間
に

運
ん
で
く
れ
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
港
南
区
内
に
生
涯
教

育
学
級
が
十
二
学
級
開
設
さ
れ
た
が
、
学

表－3　昭和62年度生涯教育学級開設状況

習
領
域
（
方
法
・
目
的
）

別
に
み
る
と
、
表
―
３
の
よ
う
に
社
会

変
化
を
反
映
し
た
学
習
課
題
に
取
り
組

む
も
の
や
、
新
し
い
学
習
方
法
を
取
り

入
れ
た
も
の
が
増
え
て
来
た
。
女
性
学
、

高
齢
化
社
会
の
到
来
を
学
ぶ
も
の
や
放

送
利
用
学
習
な
ど
で
あ
る
。

　
昭
和
六
十
三
年
九
月
、
総
理
府
が
二

十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
行
っ
た
「
生

涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
中
で

　
「
一
生
を
通
じ
て
い
つ
で
も
、
仕
事
や

日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
に
親
し
み
た

い
と
思
う
か
」
と
の
問
い
に
、
七
八
％

の
人
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
、
ま
た
、
学
習
活
動
を

し
な
い
理
由
（
阻
害
要
件
）
の
中
に
「
費
用
が
か
か
る
」

と
い
う
回
答
が
一
四
％
あ
っ
た
が
、
本
当
の
豊
か
さ
を

考
え
る
学
習
の
広
が
り
と
共
に
、
自
分
が
自
由
に
使
え

る
時
間
と
金
を
ど
う
持
つ
か
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

決
め
手
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

調査季報101－89.363

　
昭
和
六
十
二
年
度
港
南
区
内
で
成
人
の
学
習
に
使
わ

れ
た
経
費
は
総
額
一
千
二
百
七
十
五
万
円
に
達
し
て
い

る
。
内
訳
は
、
公
費
で
援
助
し
た
も
の
は
二
百
十
二
万

四
千
円
、
学
習
者
が
負
担
し
た
も
の
は
一
千
六
十
二
万

暮
ら
し
の
中
に
あ
る
学
習
エ
ネ
ル
ギ
ー

三
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昭
和
六
十
二
年
度
港
南
区
内
で
行
わ
れ
た
成
人
の
学

習
活
動
で
、
社
会
教
育
行
政
が
把
握
出
来
た
も
の
が
百

十
余
グ
ル
ー
プ
あ
っ
た
が
（
表
―
２
）
、
こ
れ
ら
の
学

習
者
集
団
は
す
べ
て
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え

た
代
表
者
と
、
そ
れ
に
協
力
す
る
運
営
委
員
か
ら
成
り

六
千
円
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
額
自
費
で
学
ん
だ
グ
ル
ー

プ
が
十
六
グ
ル
ー
プ
あ
り
、
三
百
六
十
五
万
七
百
円
負

担
し
て
い
る
（
昭
和
六
十
二
年
度
港
南
区
学
習
グ
ル
ー

プ
研
究
集
会
資
料
）
。

　
市
民
が
暮
ら
し
の
中
で
生
活
の
一
部
と
し
て
、
学
ぶ

と
い
う
こ
と
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
学
習
に
対
す
る

価
値
意
識
と
、
経
済
的
な
価
値
観
と
が
一
致
す
る
と
、

具
体
的
な
行
動
に
な
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
度
、
港
南
区
内
の
自
治
会
・

町
内
会
や
連
合
町
内
会
で
、
生
涯
学
習
事
業
を
実
施
し

た
も
の
が
百
五
団
体
あ
り
、
そ
の
事
業
費
は
実
に
六
千

六
百
四
十
一
万
三
千
九
百
五
十
七
円
に
も
達
し
て
い
る

　
（
住
民
組
織
の
現
状
と
活
動
　
昭
和
六
十
二
年
度
自
治

会
町
内
会
実
態
調
査
報
告
書
　
市
民
局
市
民
課
）
。

　
こ
れ
は
生
涯
学
習
社
会
形
式
の
貴
重
な
活
力
で
あ

り
、
今
後
ま
だ
ま
だ
変
化
の
進
む
中
で
こ
の
工
ネ
ル

ギ
ー
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
市
民
・
行
政
共
通
の
課
題

と
言
え
よ
う
。生

涯
学
習
社
会
を
作
る
人
た
ち

立
っ
て
い
る
。
港
南
区
の
学
習
社
会
づ
く
り
は
こ
の

人
々
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
（
女
）

等
は
、
元
来
自
ら
の
学
習
の
た
め
に
参
加
し
た
の
で
あ

る
が
、
学
習
者
集
団
運
営
に
欠
か
せ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー
を
自
発
的
に
引
き
受
け
た
人
た
ち
で
あ

る
。
聞
い
て
み
る
と
様
々
な
生
活
体
験
を
持
っ
た
人
た

ち
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
に
生
涯
学
習
の
理
念
や
、
魅

力
あ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
、
集
団
学
習
運
営
、
学

習
方
法
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
い
、
教
育
機
能
を
豊
か
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
生
涯
学
習
社
会
形
成
に
重
要
な
戦

略
で
あ
る
。

　
港
南
区
で
は
、
毎
年
こ
れ
ら
の
運
営
委
員
に
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
、
婦
人
会
館
が
開
設
す
る
指
導
者

養
成
事
業
の
情
報
を
提
供
し
、
受
講
を
奨
励
し
て
い
る
。

参
加
者
は
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
属
集
団
に
還

元
し
、
運
営
機
能
と
学
習
効
果
を
高
め
て
い
る
。
知
識

や
技
術
の
習
得
と
そ
の
演
習
が
う
ま
く
機
能
し
合
う
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
更
に
そ
の
運
営
委
員
会
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、

研
究
と
活
動
体
験
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
母

親
ク
ラ
ブ
研
修
会
、
地
域
文
庫
研
究
会
、
学
習
グ
ル
ー

プ
研
究
集
会
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
学
習
体

験
は
、
そ
の
ま
ま
生
き
た
学
習
情
報
と
し
て
多
く
の

人
々
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
貴
重
な
情
報
収
集
と
拡
散

の
機
会
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
や
文
化
に
つ
い
て
価
値

観
を
同
じ
く
す
る
人
と
の
出
会
い
を
つ
く
り
、
学
習
の

　
L
i
f
e
l
o
n
g
e
d
u
c
a
t
i
o
n
と
い
う
教
育
観
が
、
一
九
六

七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
パ
リ
で
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
評
価
さ
れ
、
「
生
涯
教
育
」

と
訳
さ
れ
て
日
本
の
教
育
界
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
は
、

「
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
教
育
体
系
の
再
編
成
が
必
要

で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
明
治
初
期
と
第
二
次
大
戦

　
私
は
社
会
教
育
主
事
を
務
め
て
い
る
間
に
、
ど
れ
だ

け
多
く
の
人
た
ち
と
出
会
っ
た
ろ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
人

格
、
価
値
観
と
出
会
い
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
。
学
ぶ

こ
と
の
意
義
を
こ
の
人
た
ち
か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
思
わ

れ
て
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
自
己
変
革
を
楽
し
み
な
が
ら

仕
事
を
し
て
来
ら
れ
た
の
は
、
職
業
冥
利
に
尽
き
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
公
務
と
し
て

の
研
修
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
（
表
―
１
）
。

　
こ
れ
は
私
自
身
の
生
涯
学
習
の
一
部
で
あ
っ
た
し
、

学
び
得
た
こ
と
は
市
民
（
学
習
者
）
の
た
め
に
役
立
つ

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
教
育
主
事
の
専
門

性
は
こ
の
よ
う
な
意
識
と
学
習
の
中
で
培
っ
て
来
た
。

五 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
来
る
。

六

社
会
教
育
と
生
涯
学
習

社
会
教
育
主
事
の
生
涯
学
習

四
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後
の
教
育
改
革
に
次
ぐ
、
第
三
の
教
育
改
革
だ
と
言
っ

て
い
る
。

　
更
に
昭
和
五
十
六
年
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で

は
、
「
生
涯
教
育
と
は
、
国
民
の
一
人
一
人
が
充
実
し

た
人
生
を
お
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て

行
う
学
習
を
助
け
る
た
め
に
、
教
育
制
度
全
体
が
そ
の

上
に
打
ち
立
て
る
べ
き
基
本
的
理
念
」
で
あ
る
と
し
、

そ
の
営
み
を
生
涯
教
育
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と

も
述
べ
て
い
る
。

　
社
会
教
育
と
生
涯
教
育
そ
し
て
生
涯
学
習
、
こ
れ
ら

の
言
葉
は
そ
の
概
念
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
ま
ま
急
に

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
多
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
混

同
さ
れ
社
会
教
育
行
政
に
携
わ
る
者
の
中
に
す
ら
混
乱

も
あ
り
、
学
習
が
必
要
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
社
会
・
経
済
の
急
激
な
変
化
の
中

で
区
民
の
教
育
的
、
文
化
的
要
求
は
増
大
し
、
学
習
欲

求
の
多
様
化
も
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
の
先
学
習
の

生
活
化
や
、
生
涯
学
習
社
会
形
式
の
意
欲
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
生
涯
学
習
社
会
形
成

の
条
件
整
備
者
で
あ
る
行
政
に
対
す
る
市
民
の
期
待
も

高
ま
っ
て
来
る
。

　
従
前
行
っ
て
来
た
施
策
の
見
直
し
改
善
と
共
に
、
各

局
、
区
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
っ
て
来
た
施
策
を
、
生
涯
学

習
と
い
う
視
点
で
総
合
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
中
で
市
民
（
学
習
者
）
と
の
接
触
の
最
も
多
い

社
会
教
育
主
事
の
使
命
は
、

①②

生
涯
学
習
意
識
の
醸
成

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

③
　
集
団
学
習
運
営
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

　
ダ
ー
の
発
掘
と
養
成

④
　
継
続
学
習
の
意
欲
と
課
題
発
見
指
導

⑤
　
学
習
情
報
の
収
集
・
整
理
・
提
供

⑥
　
学
習
す
る
市
民
の
求
め
に
応
じ
た
指
導
・
助
言
等

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
職
責
を
果
た
す
た
め
に
は
自
ら

の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
努
力
し
か
な
い
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、
自
ら
の
職
業
生
活
、
家
庭
生
活
、

社
会
生
活
の
中
に
あ
る
生
涯
学
習
課
題
を
ど
う
発
見
し
、

学
習
し
て
行
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

確
か
な
教
育
観
と
職
業
観
を
持
た
な
い
者
に
市
民
（
学

習
者
）
は
何
も
期
待
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
Λ
港
南
区
市
民
課
社
会
教
育
主
事
Ｖ
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